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要旨  

本研究開発ごごま，製品の開登キ慨沃二製「与，！JLり改良ナごどを効率的∴二子Jう手段ごを）る〔1へ仁∴Lて）ンミ丁レーシ」ン評   

価の実施音上り効率的に，か／〕，効果的に行うためぐノ）支援システムし7）構築ろご子トjた．（1Al■二解析ノ）手順ごt，解析モ   

デルぴ）作成，解析モデルり）要素分割，解析潔件（負荷キ雄再か条件左上1〔畑設定＼角材車夫行、解析結果の評価ごあ   

ろ．二の手順で最ら作洛時間お上○テクニックを要寸‾るのけ解析†デ′ンtハ作成1ご、ある．本棚′究ご構築十る〔1A王（   

支援ネットワーークシステムは∴解析1日畑∴応じて的確に要素分割できろ解析モデ′レL叫乍成支援を主∴∵絹軒依頼1   

解析結果の閲覧をインターネットを介し／こ子J二い，解析結果に基／うく設計モデルm評価なせ＼黎㍑一再設計q改良の   

トータル的な技術支援を実施すろモ〕し／）であろ．本字針ごf土，構築した〔浴L支援ネットワークシスナムし二／穴、て報㌣   

する．  

ルノ）要素分割，解析条件（負荷や拘束条件／しトレ、）し7）設エビ，  

解析実行，解析結果〟）評価で毒）る．解析モデルの要素分  

割以降肌釧真に、CノヘE（′）演算処理で方）るためオヘレ一夕  

ーー〃）′実質〝）作業は解析条件〃）設定を除きほとんどない  

よ／」て，二〝〕間∴要ナる時間圧分割Lた要素釣数に依存  

する．したが／つて，〔二AF∴二［る解析で＝∴ 解析モデル の  

作成抜術が最‡〕重要となる．解析モテ′′しに上っこほ要素  

分割が適軋二行え－ギ，好打斤エラー「をノ′i二じろ－ とそ，ある  

何［り，2［），3f）CA［）に上るモデル〃）作成け時間と技術  

を要一上る作業て弓小5   

構築しノた（1A［：支援ネットワーークンスナノl‡L当センタ  

ー所有（ハCALご／ステム（」ANSYS）〃〕利用を前提に「那芭  

を進めてきた．通常であれは し＼AE 上で解析モデルを＝三  

1」はじめに   

製品の開発キ慨薫竣晶」〝）改良な守、、を効率的に子J二／うため  

にはCノ＼Eによるシミュレーション評価（構造解析など）  

が欠かせない．CAEの活用により試作国数を減少できろ  

ため開発リー【ト、タイムを短縮できるとともに開発コスト  

を減じることができる．吏た， 一部し7）企業間取引では製  

品の信頼性評価げ）質料として製ぷ－と共に CAE に上るン  

ミュレーション評価表を添付－卜る才人況にある．大分県内  

ゾ）企業においても製品開発に先駆け しAE を清祥巨「る企  

業が増えつつある．しノかしながら，し量t〃）導入コストけ  

1000万「り前後と高額であり，普及率が低いのが現状であ  

る．  

〔ニノ＼トによる解析戸順H＼華犀析モデルJ）作成，解析モテ  

FiglCAトニ支援ネットワ山∵クエ／ステム爪概要  
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成しノ，緯什ノ〕「順を踏み、解析結果≠評価壬で行う必要  

ノリ、レ〕て）一 し∴：、し 閲発Lた支ほシフナムを利什卜j「ろこた  

ご、刷川肯け解析モデ／し作成から解析凝果州閲覧。評価美  

こ圧雄二ご子J二うことができろょうに／にる．木システムは，  

仁とし ご，〔＼へE ンステム利用者が（∴へE解析に適しノたモ  

デ′ン〔′美行十 ろ解析に適Lた要素分′剥が可能′′ごモデル）  

「り作ノブに友一仕いノー即／したし一′1呈）システムで効率的に行い、解  

析を㌻旦」i什∴、かノ），適切∵行う二［ができろ上う技術的  

∴j汀㌢「ろ二∴ヒ宣」川勺としていろ。   

ヰニ祁ごは， 「iR発Lた しAI二 支援ネットツーークシステム  

ノ〕概要お上び構成∵／〕いて報㌣十ろ．  

2．内容   

開発Lた（AL支援ネットワークシステム は，解析に適  

い二乳養分割できるCんト鯨析モデルの作成を支援し，解  

析を「J］溜に実施できるようインターネットを介して技術  

指導トるむげ）である．利川音上L 自律で（二1八E技術の指導  

を・乏けられる他，解析結果び）閲覧等をインターネット上  

㌣実施できるも）しケごある．ニのシステムは，F壷g，竜のシス  

テム慨・更にホ十ように利用者と〔、A「システム聞のデー  

タ〔ノン三波L及び解析指示を行う役割を担い，不用意烏企  

業データゾ）流山を防ぐむのであろ．   

利用者が し、AE 支援ネットワークシステムを利用する  

場合しり作業ま三，大きく 3／つに分けられろ．第1に解析の  

依顆である．どのょうメ‘ご内容の解析を実行したいのかに  

／ついH句容をホしノ，利伺者が作成した解析モデルを登録  

ナる．第2に解析′実子Jニノノ法の指示及び解析条件等の登録  

ご毒）ろ．ゝ⊥うセンター甘）CALシステムに上り解析を実＝1  

ろ場合パ申杵計が解析条件など設定Lて解析を実行すな  

タヽ 舞 r・・十／・、■阜シ■草，」＿筆  【  
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Flig．2（二八f三女援ネットワー、一クシステムメニュー画面  

あるいは、1セ ンター（二Aトニ担当者に解析せ牒摘㌣る実行  

方法〝）指ホ及び解析条件〝〕登録を行う．第3に解析結果  

の閲覧・評価である．解析結果は，静止画および動画と  

して木システムに登録うれるため、利廿者はインター■ネ  

ットを介して木システムにアクセスすればいつでも結 果  

を閲覧てきる．   

実際に仁L 第1から第2（叫乍業∴二移るまでに登録モデ  

ルのチェックが CALトニより′実施され解析モデルの修  

正。再登録が練り返されろ．  

〔1AE支援ネットワー1クシステム〔7）利用頼嗣LはFig．2  

（ノ）システムメニュー画面に示される堰目に順じる．   

ニれらゾ）操作さ土，本システム∴ニューーザー登録された利  

用者に限畑解析内容∴ついては解析依頼明∵牒行され  

る受付ナンバー一に よる制限によって第〕古▲へのデー【タ流  

出を防ぐことや「吉報（7）やりとりに128ビット〃）暗号処理  

を施すことに上り，企業技術情報漏洩宣対Lて高水準な  

セキュリティー処理が施されている．  

モニiE．3 解析モデル作成支援概倭  
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（1）解析依綿  

′㌻～ 

2、1解析モデル作成支援   

し二∧ヒ解析を美方針トシ場合，解析内容に応じた二亡デ′レ′ハ  

作成おょび解析【人】容に適した要素に分割する必要があ  

る．このた♂），利用者から登録された解析モデルは，墨  

センターCAr二担当者に上って解析内容に応じた適沌肘‘1：，  

モデルが判断されモデルノ川箸1ト巾二隕録を利用者主要証  

十る．解析モデルヅ）要素分溝侶ま，C∧E〝）機能に上り自動  

お上び半∩動（手動分割を展に作動で甘酢 ご千丁▲うが  

適切な解析モデノしが作成できこいなければ要素分割時∴  

エラー〈が発生し，処理できない場合が生じろ．C∧E解析  

〝）処理暗に最も問題発空々がr射、．（1ノ1L解析技術  

がなければ問題に気／づかず解析を′夫子J二してL去い，本質  

と異なった解析結果を導き屯人なミスを起こしかれな  

し、【そのため，解析内容に応じた適切な解析モデ′し（7）作  

成を当センター〔二AL担当者の指導の下慎重に行わなけ  

ればならない．二の作業をインターネットを介して遠隔  

地間（企業と当センターの間）で実施するのが本システ  

ムによる解析モデル作成支援である．   

具体的には 登録された解析モデルの不具合おょび改  

善点について内容を記した通知が CAE 支援ネットワー  

クシステムから利用者に発信され，不具合扶灘を示す画  

像がシステムの閲覧／＼←ジに登録される．利用者は，不  

具合の内容と状況を確認しノフ 解析モデ′レを修」Eし，（二AL  

支援ネットワークシステムから修l［モデルを内二鷺鎚rj  

る．ニの作業が最適な解析モデルおよび要素分割が完7  

する吏で繰り返される．   

2．2 cAE支援ネットワークシステムの構成   

CAE支援ネットワーーークシステムは，Fig．2のメニュー′，  

に示す「解析依頼」，「解析モデルの修正個ヰ登鎚」，解  

析のノ実行」，「解析結果〝〕閲覧」の4項目で構成される．  

Fig．4にシステム構成概念図を示す・   

「解析依頼」では，インター…【ネットから解析依綿する  

と同時に解析モデル（CAD データ）を登録する．〔二Aを二  

女援ネットワークシステムは， 解析依綿内容および登鎚  

された解析モデルをデータ／ヾ－・Ⅷスに格納し，利用者に確  

認メールを発信する。   

「解析モデルの修正。在登鎚」でさ主，当センター狂ぃCA上  

担当者により登録された解析モデルが CAf二解析に適し  

たモデルであるかを判断，あるいは，（二八Eシステムてり）  

確認（モデルおよび要素分割状況）が実施され，不具合  

テムサー「バ  がある場合にほ CAE 支援ネットワークシス  

に不具合状況が登録される【不具合状況が登録されたシ  

ステムは，利用者にその内容をメールで通知する．不具  

合通知を受けた利用者は，不具合内容を確認し，修正L  

たモデルを醇登録する【ニの作業を適切な解新モデルが  

完成する圭で繰り返す  この作業のことを「解析モデル  

lニ弓；‘．  

√豪靂仙一岬  

（2）解析モデルの修正旺再登録  

※この作業は、解析モデル作成支援の際、繰り返される。   

（3）解析の実行  

※解析実行方法「場合1」「場合2」の選択  

場合1利用者が産業科学技術センターに来所して解析を実行  

する  

場合2：産業科学技術センターに解析を依頼する   

（4）解析結果の閲覧  

※「WEEヨログイン」は、インターネットからシステムヘのアクセスを意  

味する 

「ig．4 C八E支援ネットワークシステムげ〕構成  

作成支援」と和している 

解析に適Lたモデル〃）完成を確認Lた当センター「〔∴丸L  

担当者トLそげ）モデルに射しノしAEに上り実際に要素分割  

を実施し，要素分割Lたモデル画像をシステムヤーーバに  

登録する。登鎚を受けたシステムさ丈，利川者に解析せ）′美  

行通知メールを発信する．ニれで，解析モデル〝）準備が  

整ったことになる．解析〃）美行一nも角材恒）実行方法  

を選択し，解析の実子H二移る．ニニで，解析実行方法ほ，  

「場合lニ利用者が産業科学技術センターに来所して解  

析を実行する∴「場合2：産業科学技術センターに解析  

を依頼する」のいずれかである．場合l」を選択しノた場  

合は，利什卜飢ま綬「1ゝL与センターに訪れ，C∧E押当者指導  

の仁 自ら解析条件等を設定L，実行するL「場合2」で  

ー 】   



は，直ちに（1」Aトニ拉＼さ1者：二上狛鰭析か′美行される．   

解析実行方法に問わらず解腑人j容に応t二た結果－ノ）i三 要  

な結果内懐がじへE担当飢二上りシステムサーペニ登録  

される‘結果【由i像が登鎌されろ度に結果画像登録通知が  

利用占1ニメー′レ発信されろ．結果画像登録通知メールを  

そけた利用釣上インター肌ネットで木システムにアクセス  

†【解析結果げ）閲覧」ができる．   

利用者がインターネットを介して し1AE 支援ネットワ  

ーークシステムにアクセスし「何らか（ハ作業を実施する場  

合には，システムから発行された′妄イ、トナンバーがセキュ  

リティー「蔓二必ず必要である．   

2．3 cAE支援ネットワークシステムの管理   

CAl三文援ネットワーークシステムに登録された解析依  

柿内容や解析モデル，解析結果画像などシステムを介し  

て行った作業のすべての情報（システムが発信Lたメー  

ルの内容も含む）が自動的にシステムサーバに分類保管  

される．   

CAE担当者は，インターネット経山で木システムの管  

理者用ヘー∵ンに アクセスすることで，登録されているユ  

ーザー や解析依析受付内容を・覧で確認できる．Fig．5  

の解析依頼内容の →覧へ－ジから解析の進行状況の確認  

や解析結果の登録ができ，詳細を表示することにより解  

析依頼内容や登録された解析結果とそのコメント，登録  

Rなどを確認できる（Fig．6）．  

3．結果   

構築したCAE支援ネットワークシステムは，製品の効  

率的な開発・生産をサポートするCAEを県ドの中小企業  

に身近に活用していただくた捌こ開発したものであり，  

当センターとの所在距離に関わらず関連のすべての企業  

に対し平等に技術支援を図るための汀ツールである．   

企業が製品開発・改良する際の技術支援グ）ためCAI三  

支援ネットワークシステムを活用し，遠隔での技術サポ  

ートを実現して行きたいと考えている．   

解析依頼受付内容の¶覧   

くて朋1嫉折の煤鴨肉官・腎で事   
泉のやイト几′タウりり′れ′て、ノ・巨料亮で才ユー   

詮さ々ヰ頓 

「ig．5 解析依糖受付内容一覧（管理者甘）  

殿桁級総画㊥ 蝦折能欒びノ裟縮   
折机も1 

Fig，6 解析依頼内容、解析結果等の詳細確認ページ  

（管理者用）   

最後に，CAE支援ネットワークシステムは，CAL解析  

を′愚行すてプログラムではない．〔二AE解析をH滑に実行  

するための支援プし1グラムであり，よた，CAE解析の結  

果を受けて企業に対し技術的支援を実施すて）‖ ツーール  

である．  

－56－  


